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2025 年 1 月 31 日 

各 位 

会 社 名  第 一 三 共 株 式 会 社  

代 表 者  代 表 取 締 役 社 長  奥 澤  宏 幸  

（ コ ー ド 番 号  4 5 6 8  東 証 プ ラ イ ム 市 場 ） 

問合せ先ｺｰﾎ ﾟ ﾚ ｰ ﾄ ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ部長  朝倉  健太郎 

TEL  報 道関 係者 の皆 様 03-6225-1126 

株式市場関係者の皆様 03-6225-1125 

 

最高経営責任者（CEO）の異動に関するお知らせ 

 

第一三共株式会社（本社：東京都中央区、以下「当社」）は、本日開催の取締役会において、 最高経

営責任者（CEO）の異動について決議いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 最高経営責任者（CEO）の異動 

・異動の理由 

当社は、現眞鍋代表取締役会長 兼 CEO のリーダーシップの下、当社の先進的なサイエ

ンス＆テクノロジーにより、製薬業界におけるADC（抗体薬物複合体）の価値向上を牽引してき

ました。当社独自のDXd ADC技術を用いて開発されたエンハーツ®とダトロウェイ®の承認取得

や、複数のDXd ADC製品に係わるグローバルな戦略的提携を果たしました。 

当社の第 5 期中期経営計画（中計）は順調に進捗しており、グローバルにがん事業が急速

に拡大しています。2025年度目標の確実な達成に向け、更なる経営体制の強化を目的に、第5

期中計の最終年度を迎え、第6期中計の策定に向けた検討が本格化する本年4月が適切なタイミン

グと判断し、本日開催の取締役会において、指名委員会による答申に基づき、最高経営責任者

（CEO）の異動について決議いたしました。 

代表取締役会長は引き続きその役割を継続し、代表取締役社長が CEO を担い、当社企業価

値の向上に注力してまいります。 
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2．異動の内容 

氏名 現 役 職 新 役 職 

眞鍋 淳 
代表取締役会長 兼 CEO 

会長執行役員 

代表取締役会長 兼 

会長執行役員 

奥澤 宏幸 
代表取締役社長 兼 COO 

社長執行役員 

代表取締役社長 兼 CEO 

社長執行役員 

 

3．就任予定日 

2025年4月1日 

 

代表取締役会長 兼 CEOの眞鍋 淳は、「奥澤氏は、社長兼COOとして第5期中計を推進し、前

例のないレベルでの当社のグローバルな成長に大きく貢献しました。また、同氏はCFOや海外事業

での豊富な経験と優れた実績に加え、当社カルチャー醸成の土台となるCore Behaviors（Be 

Inclusive & Embrace Diversity、Collaborate & Trust、Develop & Grow）を自ら体現し、浸透を図っ

ています。今後はCEOとしてより強力なリーダーシップを発揮し、当社の強みであるサイエンス＆テ

クノロジーで世界中の患者さんに貢献するために当社を更に飛躍させることを期待しております。」と

述べています。 

 

代表取締役社長 兼 COOの奥澤 宏幸は、「第一三共のCEOという重責を担うことになり、身の

引き締まる思いです。眞鍋CEOの卓越したリーダーシップと業績、患者さんとそのご家族に対する揺

るぎない責任感に感謝と敬意を表します。これを受け継ぎ、今後、私のリーダーシップのもと、2035

年ビジョンと第6期中計を策定します。当社のサイエンス＆テクノロジーの強みを活かし、またグロー

バルな人材の育成を通じて、世界中の人々の健康で豊かな生活に貢献してまいります。」と述べてい

ます。 

 

4．新任 代表取締役社長 兼 CEO 社長執行役員 略歴 

 

氏名 奥澤
おくざわ

 宏幸
ひろゆき

 

 生年月日 1962年10月31日生 

現職 第一三共株式会社 代表取締役社長 兼 COO 社長執行役員 

1986 年 3 月 一橋大学 社会学部卒業 
1986 年 4 月 三共株式会社入社 
2017 年 4 月 当社 ASCA カンパニー 事業企画部長 
2018 年 4 月 当社 執行役員 ASCA カンパニープレジデント 
2021 年 4 月 当社 常務執行役員 経営企画・管理本部長 CFO 
2021 年 6 月 当社 取締役 常務執行役員 経営企画・管理本部長 CFO 
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2022 年 4 月 当社 取締役 専務執行役員 経営企画・管理本部長 CFO 
2023 年 4 月 当社 代表取締役社長 兼 COO 社長執行役員（現任） 

 
当社株式保有数 50,741株 （2024年9月30日現在） 

 
以 上 


